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○○○○○○○○
令和　年　月　日


厚生労働省医政局長医事課長　殿


○○○○大学長


言語聴覚士法第33条第４号の規定に基づき
厚生労働大臣の指定する科目について（協議）

　標記について、本校で実施している下記の授業科目によって、指定科目を履修したとみなすことが出来るか協議いたします。


	

	

	単 位 数
	実　　時　　間

	
	
	講義
	実習
	講義
	学内実習
	臨床実習

	基礎医学(医学総論、解剖学、生理学及び病理学を含む。)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	臨床医学(内科学、小児科学、精神医学、リハビリテーション医学、耳鼻咽喉(いんこう)科学、臨床神経学及び形成外科学を含む。)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	臨床歯科医学(口腔(くう)外科学を含む。)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	音声・言語・聴覚医学(神経系の構造、機能及び病態を含む。)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	臨床心理学
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	生涯発達心理学
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	学習・認知心理学(心理測定法を含む。)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	言語学
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	音声学
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	言語発達学
	
	
	
	
	
	

	音響学(聴覚心理学を含む。)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	社会福祉・教育(社会保障制度、リハビリテーション概論及び関係法規を含む。)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	言語聴覚障害学総論(言語聴覚障害診断学を含む。)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	失語・高次脳機能障害学
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	言語発達障害学(脳性麻痺(ひ)及び学習障害を含む。)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	発声発語・嚥(えん)下障害学(音声障害、構音障害及び吃(きつ)音を含む。)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	聴覚障害学(小児聴覚障害、成人聴覚障害、聴力検査並びに補聴器及び人工内耳を含む。)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	臨床実習
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	



	上記教育の実施にあたって、教育上必要な機械器具、模型を整備していることを証明する。（相違ない場合には、☑とする。）
	☐



　　参考資料
１　各科目の教科内容等
２　学則
３　学生募集要領
４　履修要綱・学生便覧等
５  その他
審査するうえで参考となる書類

